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平
成
21
年
度
か
ら
の

介
護
保
険
事
業
計
画
の

策
定
を
初
め
と
す
る
本
市
の
高

齢
者
介
護
施
策
に
つ
い
て
伺

う
。

第
４
期
の
介
護

保
険
事
業
計
画
に

つ
い
て
は
、
高
齢
化
の
進
展
に

よ
る
第
１
号
被
保
険
者
の
増
加

に
伴
う
要
支
援
・
要
介
護
認
定

者
数
の
増
加
と
、
そ
れ
に
伴
う

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
増
加
を

見
込
み
、
認
定
者
が
必
要
と
す

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
適
正
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
配

慮
し
て
、
策
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
で
も
不
足
が
見

込
ま
れ
る
広
域
的
な
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
の
推
進
、

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
施
設
の
整
備
及
び
夜
間
対

応
型
訪
問
介
護
事
業
の
新
規
指

定
を
見
込
み
、
施
設
サ
ー
ビ
ス

を
含
め
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
八
街
市

教
育
の
重
点
施
策
に
つ

い
て
伺
う
。

１
点
目
に
、
生

涯
学
習
の
推
進
と

し
て
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

講
座
の
開
設
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用

し
た
学
習
情
報
の
Ｐ
Ｒ
、
生
涯

学
習
推
進
大
会
の
開
催
等
に
よ

り
、
生
涯
学
習
を
効
果
的
に
推

進
し
ま
す
。

２
点
目
に
、
学
校
教
育
の
充

実
と
し
て
、
幼
小
中
高
連
携
教

育
の
継
続
的
な
展
開
と
公
開
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き

る
力
」
を
培
う
と
と
も
に
、「
学

力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
中

心
と
し
た
授
業
改
善
に
取
り
組

み
ま
す
。

３
点
目
に
、
社
会
教
育
の
充

実
と
し
て
、
市
民
と
の
協
働
に

よ
る
活
動
拠
点
と
な
る
中
央
公

民
館
、
図
書
館
、
郷
士
資
料
館

で
の
学
習
機
会
の
拡
充
を
支
援

し
ま
す
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
活
用
し
て
、
青
少
年
健
全

育
成
都
市
宣
言
の
周
知
、
家
庭

教
育
学
級
の
開
催
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
の
開
催
、
高
齢
者
学

級
の
開
催
、
さ
ら
に
市
民
文
化

祭
等
、
市
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

４
点
目
に
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
と
し

て
、
市
体
育
協
会
及
び
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
指
導
者
の
育
成
と
指

導
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
市
民

体
育
祭
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
開
催
、
学
校
施
設
の
開
放
等

に
よ
り
、
市
民
が
気
軽
に
参
加

で
き
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

新
教
育
基
本
法
で
新

設
さ
れ
た
家
庭
教
育
の

充
実
に
つ
い
て
伺
う
。家

庭
教
育

に
関
す
る
学

級
や
講
演
会
を
、
よ
り
一
層
充

実
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
や
改
善

を
し
、
家
庭
教
育
の
支
援
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
に

つ
い
て

◆
市
民
の
政
治
意
識
高
揚
に
つ

い
て

高
齢
者
介
護
の充

実
に
つ
い
て

教
育
の
活
性
化
に
つ
い
て

資
格
証
明
書
が
平
成

20
年
11
月
21
日
現
在
で

４
１
９
世
帯
に
発
行
さ
れ
て
い

る
。
所
得
２
０
０
万
円
以
下
の

世
帯
は
36
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
も

占
め
て
お
り
、
所
得
が
低
い
世

帯
へ
の
資
格
証
明
書
の
発
行
は

改
善
す
べ
き
で
あ
る
。
資
格
証

明
書
の
発
行
に
つ
い
て
、
日
本

共
産
党
の
小
池
晃
参
院
議
員
の

質
問
主
意
書
に
対
し
、「
子
ど
も

の
い
る
世
帯
に
限
ら
ず
、
医
療

が
必
要
で
医
療
費
負
担
が
難
し

い
と
市
町
村
に
申
し
出
れ
ば
、

国
保
税
を
払
え
な
い
特
別
な
事

情
に
準
ず
る
」
と
考
え
、「
緊
急

的
な
対
応
」
と
し
て
短
期
保
険

証
を
発
行
で
き
る
と
す
る
政
府

見
解
が
示
さ
れ
た
。
資
格
証
明

書
の
発
行
中
止
を
求
め
る
が
如

何
か
。

資
格
証
明
書
の

交
付
は
、
国
民
健

康
保
険
制
度
の
趣
旨
を
理
解
し
、

保
険
税
を
き
ち
ん
と
納
め
て
い

る
方
と
の
公
平
性
を
確
保
す
る

た
め
、
ま
た
滞
っ
て
い
る
保
険

税
を
納
め
て
い
た
だ
く
た
め
に

必
要
な
措
置
で
あ
り
、
今
後
も

納
税
意
識
の
低
い
者
や
悪
質
と

思
わ
れ
る
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、

こ
の
措
置
を
適
用
し
て
い
き
ま

す
。
被
保
険
者
証
の
返
還
を
求

め
る
基
準
は
、
３
カ
年
以
上
の

滞
納
が
あ
り
、
か
つ
19
年
度
・

20
年
度
に
お
い
て
納
税
が
な
い

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

資
格
証
明
書
を
発
行
し

た
世
帯
に
対
し
、
個
々
の

事
情
を
聞
い
た
の
か
伺
う
。

資
格
証
明
書
を
発
行
す
る
ま

で
に
、
納
税
課
、
国
保
年
金
課

職
員
で
夜
間
の
電
話
催
告
、
臨

戸
徴
収
等
の
方
法
を
と
っ
て
、

不
在
で
あ
れ
ば
、
手
紙
を
置
い

て
き
ま
す
。
ま
た
、
資
産
調
査

等
も
行
い
、
資
格
証
明
書
の
発

行
前
に
は
、
お
手
紙
を
出
し
て
、

納
税
相
談
に
来
て
い
た
だ
く
よ

う
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

留
守
の
方
も
多
い
と

思
わ
れ
る
が
、
資
格
証

明
書
発
行
者
の
う
ち
、
何
名
程

度
と
話
す
こ
と
が
で
き
た
の
か

伺
う
。

４
３
０
件
の
う
ち
、
３
９
４

世
帯
と
お
話
す
る
機
会
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

話
を
す
る
機
会
が
設

け
ら
れ
な
い
ま
ま
、
資

格
証
明
書
を
発
行
し
て
い
て
は
、

病
院
に
か
か
れ
な
い
状
況
を
市

自
ら
が
作
り
出
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
市
長
は
「
悪
質
な

場
合
に
は
資
格
証
明
書
を
交
付

す
る
」
と
い
う
方
針
で
あ
る
が
、

話
を
し
な
く
て
は
悪
質
か
は
分

か
ら
な
い
。
保
険
料
を
払
え
な

い
場
合
は
、
分
納
の
約
束
を
し

な
く
て
も
、
国
の
方
針
に
従
い

資
格
証
明
書
を
渡
す
の
か
伺
う
。

資
格
証
明
書
の
方
が
急
遽
入

院
さ
れ
た
り
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

で
病
院
に
運
ば
れ
た
場
合
に
は
、

病
気
を
治
す
こ
と
が
先
決
な
の

で
保
険
証
を
交
付
し
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
お
会
い
し
て
、

お
話
を
伺
い
、
分
割
納
付
の
相

談
等
を
行
っ
た
う
え
で
、
保
険

証
の
交
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

誠
和
会

林

修
三

す
べ
て
の
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
に
保
険
証
の
交
付
を
！
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